
別紙2009JリーグU-13大会方式一覧表  (各ブロックの最大参加チームで算出)

１．ホーム＆アウェイ方式による2回戦総当たりリーグ戦

グループ内 1チーム当たり

A 10 90 18

B※1 6 30 10
A 9 72 16
B 8 56 14
C 9 72 16

D※2 8 56 14

E※2 8 56 14

F※2 8 56 14

G※2 8 56 14

H※2 8 56 14
A 8 56 14
B 10 90 18

A※4 8 56 14

B※4 8 56 14
同順位対決 8 1

5 サザンクロスB※3 四国 A 8 56 14 6

A（北地区）※5 8 56 14

B（南地区）※5 8 56 14

C（沖縄）※6 8 56 14

148 1,090 - 106

２．ホームorアウェイ方式による1回戦総当たりリーグ戦

グループ内 1チーム当たり

1 ヤマトタケル 関西 A 14 91 13 6
14 91 - 6

★留意事項★
※1 原則として、参加チームが6チーム以下の場合は、実施せず。
※2 D～Hグループは、最大40チームとし、1つのグループが8チーム以下になるように分ける。
※3 サザンクロスA及びBはどちらかのブロックの参加チームが7チーム以下となる場合は、合同で実施する。

合同で実施する場合のグループ分け等は、参加チーム数に応じて別途定める。
※4 両グループの参加チームの合計が10チーム以下の場合は、1つのグループで実施する。

※5
合同で実施する場合のグループ分け等は、参加チーム数に応じて別途定める。

※6 原則として、参加チームが5チーム以下の場合は、実施せず。

2010年後のU-13リーグについて
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グループ名
参加

チーム数

ポラリス

試合数
No. ブロック名 対象地域

ボルケーノ3

1

関東

北海道・東北・北信越

メトロポリタン2

合計

4

試合数
No. グループ名

東海

どちらかのグループの参加チームが5チーム以下となる場合は、合同で実施する。

中国サザンクロスA※3

募集
チーム数

47

12

18

募集チーム
数

10

13

2010年は1部30～31チーム　4グループ
都県リーグを立ち上げ
各県1位と1部各グループの下位2チームが自動入れ替え（2009年2部参加チームは各県リーグに参加。
県リーグが立ち上がらない場合は関東の大会運営委員会にて検討。
2011年　1部32チームを2部制にするか検討

ポラリスAは2009年に状況を見
て判断する。
ポラリスBは各地域・各県に戻
る。

原則として、両グループの参加チームの合計が11チーム以上の場合は、2つのグループで実施し、同順位同士の
対戦を行う。

チーム数

合計

九州サザンクロスC6

ブロック名 対象地域

継続して検討していく。

地域リーグを実施していく中で、目標年を決めて入れ替え戦実施予定。
府県リーグ実施については府県判断。

継続して検討していく。

継続して検討していく。

U-15リーグのように実施できることが理想。隣県・県内で完結できる形で検討。

すべての選手がリーグ戦に参加できる環境つくりのため、今後、本リーグが発展し、各地域・各県・各地区にてリーグ戦
が実施されるよう検討している。開催方法については各地域にて検討を重ねているが、現状は下記のとおりである。

2009年を実施していく中で、北海道の中で、生活圏内で拮抗した戦いができるリーグを整備
していく。

U-15リーグの実施状況を見ながら2009年に準備した状況踏まえて、県リーグを立ち上げて
いく。
U-15リーグの実施状況を見ながら2009年に準備した状況踏まえて、県リーグを立ち上げて
いく。
まずは新潟県でアルビレックス新潟と協調しながら進めていく。

2010年以降のU-13リーグについて


